めもり 

向 探知器 を 持って こい。 こうやって 目盛 を 合わせて、 

釦を 押せば いい。 ゥム、 出た ぞ 出た ぞ。 テレビ ジョ 

とせ い 

ンに 犯人が 現れた。 なァん だ。 これ あ 同じ 渡世の 競争 

まっさお 

相手の ャ— 口の 奴 じ やない か。 オヤ 真青に なって、 四 

十 番街を 歩いて いる ぞ。 ょォ し、 無線電話で 交番 を 呼 

び 出せ …… ナニ 出た つて。 早く 逮捕 を 依頼し ろ。 なん 

だってもう 捕えた というの かい； ^ -— 口の 奴 を。 それ 

よびこ 

じ や 一同、 本庁へ 引 揚げ だ。 それ、 呼子の 笛 を 吹 くん 

だ、 呼子の 笛 を …… 」 

ピリ ピリ ピリと 鳴る 笛の 音に 集った 部下 を 引 連れ、 

捜査 課長 は 二 コリ ともしないで 凱旋の 途 についた。 



「課長！」 と 玄関の 石段 を のぼるが 早い か、 もう A 組 

の 主任 警部が 待って いた。 

「犯人 ャ— 口が 待ち 疲れて います。 早くお 調べが 願い 

やか ま 

たいと 云って 暄 しくて 仕方が ありません」 

「そうか、 五月 蠅ぃ奴 じ や。 紅茶 を 一 ぱい 飲んで から 

のこと だ」 

ほう おいし 

紅茶に 角砂糖 を 四つ 抛り こんだ の を、 さも 美味そう 

に 飲み 終って から 課長 は 調べ 室の 方へ トコ トコ 歩いて 

いった。 

「では 調べ を 始める としょう。 被害者の 用意 は、 もう 

いい ナ」 



「はい、 出来て います。 連れて 参りましょう か」 

「まだいい よ。 加害者の ャ— 口が 先 だ。 ここへ 引立て 

てこい」 

チェリ ー を 一服 喫って いると ころへ、 -— 口 親分が 

リ ゆうち じょう 

留置場 から 連れられ てきた。 

「課長さん。 早速です が 自白し ますよ。 レッドの 奴 を 

バラ バラに したな ァ、 この あっしで サ。 刑罰 は どの位 

です 力」 

「そんな こと は、 まだ 云えない。 それよりも お前 は 何 

故 レッド を 殺害した のか」 

「ナ ー 二ね。 あいつの 面が どうに も 気に 喰わね えんで 



サ。 むしゃくしゃ として、 やつち やい ました。 それ だ 

けの ことです」 

「ょォ し。 では 次に 被害者 を 呼べ。 レッド を 呼ぶ の 

だ」 

お „•— 口 は それ を 聞く と 椅子から 立ち上った。 警官 は 

畏まって、 隣室から 被害者 レッド を 連れてき た。 

「や ッ、 ャ ー 口 奴、 ここにい たな」 

「こら ッ、 静まれ、 暄嘩 をし ちゃい かん。 ところで レツ 

ド、 被害者と して 何 か 申立たい こと はない か」 

「へえ、 ありがとう ごぜえ やす。 あっし を 殺した この 

^ -1 口の 奴 を、 ゥンと 罰して やって おくん なさい。 終 



「それだけ だナ。 よし 決まった。 判決。 ^ -1 口 は レツ 

ドを 殺害した る 罪に より、 金 五 万円 也の 罰金に 処す。 

但し 一 一十 日 以内に 納付す ベ し」 

「ぇッ 五 万円 を 二十日 間に …… 。 そり やひ どい。 月賦 

にしておくん なさい。 毎度の ことじゃありません か」 

「駄目 だ、 毎度の ことじ やから …… 。 閉 &!」 

つち たく 

捜査 課長 は、 木の 槌で 卓の 上 を コッン と 叩いた。 加 

害 者と 被害者と は 睨み合った まま、 室 を 出て いった。 

まう 

課長 は 手 をのば して、 葉巻 を 一本 口へ 抛り こんだ。 

ひとりごと 

そして 思わず 独白した。 



「外科が 進歩す るの も 良し 悪し だ。 バラ バラ 屍体 も 一 一、 

三十 分のう ちに、 元の ピン ピンした 身体に 縫い あげら 

れる 世の中で は、 殺人罪が 流行りす ぎて ィ カン」 

そのと き 扉が 開いて、 警官が 顔の 色 を 変えて 入って 

来た。 

「課長、 大変です。 本庁の 前で 殺人です！」 

「ホイ、 また 流行った か」 

「レ ッ ド がャ— 口 を バラ バラに してし まいました。 

さ つ き 

先刻と 反対です。 レッドの 身体 を 本庁で 縫い合わせた 

とき、 肩の 肉が 途中で 落した もの か 無かった ため、 穴 

ぼ こに なって いるので す。 そうな つたの も^ -1 口の せ 



いだと いうので、 ^ -1 口の 肩の 肉 を ナイフで 切り、 そ 

の 序 にバ ラバ ラ にして しま つたので す」 

「仕方がない。 早く 両人 を 集めて こい。 こんど は 罰金 

をす， j し jug くしょう」 

それから 二十 一日 経った。 捜査 課長 は ご機嫌 甚だ 

斜め だ。 さっき 総監から ィャな 言葉 を 抛げ つけられた 

の だ、 「君のと ころに は、 取り立て 未了の 罰金が す こぶ 

る 多くて 責任 額に も 達しない じ やない か。 あま リ 成績 

が 悪い と 気の毒 だが、 退職して 貰わに やならぬ ぞ」 と 

おど 

威され たので ある。 

(ょォ し、 こうな つたら ば 已むを 得ん。 最後の 手 を 用 



いて、 総監の 鼻 を 明して やろう …… ) 

彼 は 机上の マイクロフォン を 取り あげて、 レッドと 

でんめい 

^ -1 口の 逮捕 を 電命した。 

一 一人の 親分が 本庁に 到着した の は 五分の 後だった。 

「二人 揃った ネ。 揃ったら、 そのまま 此の 手術室へ 入 

れッ」 

「なに をす るんで す、 課長さん」 

「罰金 は 二、 三日う ちに 届けます ょォ」 

「黙って 入らん か。 わしの 命令 だ ッ！」 

レッドと，^ -— 口が 手術室の 中に 姿を消してから、 約 

一時間の 後 扉が 明いて、 一人の 人間が 出て 来た。 レツ 



ド のよう でも あり、 J? -1 口の ようで もあった。 よく 見 

ると 縦 半分に 切断した 二人の 身体 を 半分ず つ 接ぎ 合わ 

せて あった。 右が レッドで、 左が，^ -— 口。 ちっとも 足 

並が 揃わず、 二 本の 手 は 激しく 抓り 合って いる。 

「さあ、 こっちへ 来い」 と 課長 は 意地悪い 笑み を 浮べ 

て 云った。 

「当分 この 状態で 暮 してみ ろ。 不便で 参ったら、 例の 

罰金 を 調達して こい。 そうすれば 元々 どお リ、 レツ 

ドは レッド、 .>— 口 は jj. -l 口の 身体に してやる。 金が 

払えない うち は 駄目 だ ぞォ」 

「課長、 ひで え や。 もう 一人の あっし 達 はどうな るん 
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